
JP 2011-200548 A 2011.10.13

(57)【要約】
【課題】自動車用シートのシート表皮に取り付けられる
スライドファスナーの閉鎖端を簡単な構成で体裁よく仕
舞い込め、スライドファスナーの長さも本来の役目を果
たす部分以上不要でシート本体の重量増，コスト増を抑
えられ、スライダーの引き手による異音の発生も防げる
ようスライドファスナーの閉鎖端を仕舞い込み可能に構
成する。
【解決手段】スライドファスナーの閉鎖端寄りに、務歯
１ａ，１ｂ、両布テープ２ａ，２ｂの端末部を含むスラ
イダー３，引き手４を開放口より内部に入れ込める収納
部５ａを片方の布テープ２ａに縫い付けて設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車用シートのシート表皮に取り付けられるスライドファスナーの閉鎖端を仕舞い込
み処理するに、
　スライドファスナーの閉鎖端寄りに、両布テープの端末部を含むスライダー，引き手を
開放口より内部に入れ込める収納部を片方の布テープに縫い付けて設けたことを特徴とす
る自動車用シートにおけるスライドファスナーの閉鎖端処理構造。
【請求項２】
　引き手をスライダーとの連結部より務歯側に向けて開放口より入れ込める奥行きを有す
る収納部を設けたことを特徴とする請求項１に記載の自動車用シートにおけるスライドフ
ァスナーの閉鎖端処理構造。
【請求項３】
　スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形の布材を二つ折
りし、片方の務歯列から当該側の布テープを該二つ折した布材の間に入れて三者重ねにす
ると共に、布材の折曲げ縁を他方の務歯列に向けて三者を該布材の側辺に沿って縫い付け
て筒状に縫製し、布材非縫着側の務歯列を含む布テープを筒の内部に取り込める収納部を
設けたことを特徴とする請求項１または２に記載の自動車用シートにおけるスライドファ
スナーの閉鎖端処理構造。
【請求項４】
　スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形の布材を二つ折
りし、片方の布テープを該二つ折した布材の間に入れて三者重ねにすると共に、布材の折
曲げ縁を当該側の布テープより外側に向けて三者を該布材の側辺に沿って縫い付けて筒状
に縫製し、更に、筒下端より裏返しに捲り上げ、布材非縫着側の務歯列を含む布テープを
筒の内部に取り込める収納部を設けたことを特徴とする請求項１または２に記載の自動車
用シートにおけるスライドファスナーの閉鎖端処理構造。
【請求項５】
　スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形部と、方形部の
上辺の略中央より連続する縫い帯部を設けた布材を二つ折りし、方形部の上辺，折曲げ辺
を除いて該二つ折した布材の他二辺を縫い付けて袋状に縫製し、更に、縫い帯部をスライ
ドファスナーの閉鎖端よりも上方で片方の布テープに縫い付けてスライドファスナーの閉
鎖端を袋の内部に取り込める収納部を設けたことを特徴とする請求項１または２に記載の
自動車用シートにおけるスライドファスナーの閉鎖端処理構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車用シートのシート表皮に取り付けられるスライドファスナーの閉鎖端
処理構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、シート表皮をバックパッドに被せてシートバックを組み立てるに、スライドフ
ァスナーをシート表皮のバックピースとサイドピースとの両境目に各々取り付け、両側の
スライドファスナーを開放させてバックピースを後開きさせた状態で、シート表皮をバッ
クパッドに被せ、その後にスライドファスナーを閉鎖させてバックパッドをシート表皮で
フルカバーする自動車用シートは知られている。
【０００３】
　そのスライドファスナーの場合、シートバックの下部側に延びるスライドファスナーの
閉鎖端をシートバックの適宜個所に仕舞い込むことが必要となる。
【０００４】
　従来、スライドファスナーの閉鎖端を仕舞い込み処理するに、スライドファスナーの閉
鎖端をシートバックの下部側に伸ばし、伸ばした分の閉鎖端を折り返すことにより、シー
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ト表皮のバックピースとシートバックの下部側との間に設けた隙間からシート表皮の内側
に入れ込むことが提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１６９２６３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した折返し分の閉鎖端側をシート表皮の内側に仕舞い込むことによると、スライド
ファスナーの折返し形状がシート表皮の端末部に生ずる。これでは本来、一枚形態のシー
ト表皮がスライドファスナーの重なりで二枚厚みになり、また、仕舞い込みに要する作業
性も悪い。
【０００７】
　それに加えて、スライドファスナーの折返し分が無駄で、これによるシート本体の重量
増，コスト増を招く。また、スライダーの引き手が自由に垂れ下がったままであるため、
エンジンの起動，自動車の走行に伴う振動や外的衝撃を受け、引き手が暴れて異音を発生
させるおそれもある。
【０００８】
　本発明の解決しようとする課題は、スライドファスナーの閉鎖端を簡単な構成で体裁よ
く仕舞い込め、スライドファスナーの長さも本来の役目を果たす部分以上不要でシート本
体の重量増，コスト増を抑えられ、スライダーの引き手による異音の発生も防げるようス
ライドファスナーの閉鎖端を仕舞い込み可能に構成するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願の請求項１に係る発明は、自動車用シートのシート表皮に取り付けられるスライド
ファスナーの閉鎖端を仕舞い込み処理するに、
　スライドファスナーの閉鎖端寄りに、両布テープの端末部を含むスライダー，引き手を
開放口より内部に入れ込める収納部を片方の布テープに縫い付けて設けたことを特徴とす
る。
【００１０】
　本願の請求項２に係る発明は、引き手をスライダーとの連結部より務歯側に向けて開放
口より入れ込める奥行きを有する収納部を設けたことを特徴とする。
【００１１】
　本願の請求項３に係る発明は、スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横
幅を有する方形の布材を二つ折りし、片方の務歯列から当該側の布テープを該二つ折した
布材の間に入れて三者重ねにすると共に、布材の折曲げ縁を他方の務歯列に向けて三者を
該布材の側辺に沿って縫い付けて筒状に縫製し、布材非縫着側の務歯列を含む布テープを
筒の内部に取り込める収納部を設けたことを特徴とする。
【００１２】
　本願の請求項４に係る発明は、スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横
幅を有する方形の布材を二つ折りし、片方の布テープを該二つ折した布材の間に入れて三
者重ねにすると共に、布材の折曲げ縁を当該側の布テープより外側に向けて三者を該布材
の側辺に沿って縫い付けて筒状に縫製し、更に、筒下端より裏返しに捲り上げ、布材非縫
着側の務歯列を含む布テープを筒の内部に取り込める収納部を設けたことを特徴とする。
【００１３】
　本願の請求項５に係る発明は、スライドファスナーの閉鎖端の横幅に対して略二倍の横
幅を有する方形部と、方形部の上辺の略中央より連続する縫い帯部を設けた布材を二つ折
りし、方形部の上辺，折曲げ辺を除いて該二つ折した布材の他二辺を縫い付けて袋状に縫
製し、更に、縫い帯部をスライドファスナーの閉鎖端よりも上方で片方の布テープに縫い



(4) JP 2011-200548 A 2011.10.13

10

20

30

40

50

付けてスライドファスナーの閉鎖端を袋の内部に取り込める収納部を設けたことを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造では、スライドファスナーの閉鎖端
寄りに、両布テープの端末部を含むスライダー，引き手を開放口より内部に入れ込める収
納部を片方の布テープに縫い付けて設けたことにより、スライドファスナーの閉鎖端を簡
単な構成で体裁よく仕舞い込め、スライドファスナーも本来の役目を果たす長さ以上不要
でシート本体の重量増，コスト増を抑えられる。また、引き手も収納部に入込み保持する
ことにより、引き手が暴れることによる異音の発生も防げる。
【００１５】
　本願の請求項２に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造では、引き手をスライダー
との連結部より務歯側に向けて開放口より入れ込める奥行きを有する収納部を設けたこと
により、両布テープの端末部を含むスライダー，引き手を開放口より内部に入れ込んでも
、引き手による収納部の膨らみが相対的に少なく抑えられる。
【００１６】
　本願の請求項３に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造では、スライドファスナー
の閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形の布材を二つ折りし、片方の務歯列か
ら当該側の布テープを該二つ折した布材の間に入れて三者重ねにすると共に、布材の折曲
げ縁を他方の務歯列に向けて三者を該布材の側辺に沿って縫い付けて筒状に縫製し、布材
非縫着側の務歯列を含む布テープを筒の内部に取り込める収納部を設けたことにより、ス
ライドファスナーの閉鎖端を簡単な構成で体裁よく仕舞い込める。
【００１７】
　本願の請求項４に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造では、スライドファスナー
の閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形の布材を二つ折りし、片方の布テープ
を該二つ折した布材の間に入れて三者重ねにすると共に、布材の折曲げ縁を当該側の布テ
ープより外側に向けて三者を該布材の側辺に沿って縫い付けて筒状に縫製し、更に、筒下
端より裏返しに捲り上げ、布材非縫着側の務歯列を含む布テープを筒の内部に取り込める
収納部を設けたことにより、布材の縫い目が外部に露出せず、スライドファスナーの閉鎖
端を体裁よく仕舞い込める。
【００１８】
　本願の請求項５に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造では、スライドファスナー
の閉鎖端の横幅に対して略二倍の横幅を有する方形部と、方形部の上辺の略中央より連続
する縫い帯部を設けた布材を二つ折りし、方形部の上辺，折曲げ辺を除いて該二つ折した
布材の他二辺を縫い付けて袋状に縫製し、更に、縫い帯部をスライドファスナーの閉鎖端
よりも上方で片方の布テープに縫い付けてスライドファスナーの閉鎖端を袋の内部に取り
込める収納部を設けたことにより、スライドファスナーの閉鎖端寄りが全く外部に露出し
ないよう取り込める。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係るスライドファスナーの閉鎖端処理構造
を示す説明図である。
【図２ａ】図２ａは、図１の収納部を設けるスライドファスナーの基準を示す説明図であ
る。
【図２ｂ】図２ｂは、図１の収納部を設ける布材を示す説明図である。
【図３】図３は、図１の収納部の縫着構造を模式的に示す説明図である。
【図４】図４は、図１の収納部にスライドファスナーの閉鎖端を取り込んで示す説明図で
ある。
【図５ａ】図５ａは、本発明の第２の実施の形態に係るスライドファスナーの閉鎖端を取
り込む収納部の縫着構造を示す説明図である。
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【図５ｂ】図５ｂは、図５ａの収納部を裏返しさせて示す説明図である。
【図６】図６は、図５ａの収納部にスライドファスナーの閉鎖端を取り込んで示す説明図
である。
【図７ａ】図７ａは、本発明の第３の実施の形態に係るスライドファスナーの閉鎖端を取
り込む収納部の布材を示す説明図である。
【図７ｂ】図７ｂは、図７ａの布材を折畳状態で示す説明図である。
【図７ｃ】図７ｃは、図７ｂの布材を縫付け状態で示す説明図である。
【図８】図８は、図７ｃの収納部にスライドファスナーの閉鎖端を取り込んで示す説明図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図示実施の形態は、シート表皮をバックパッドに被せて自動車用のシートバックを組み
立てるに、シート表皮のバックピースとサイドピースとの両境目に各々取り付けるスライ
ドファスナーで適用されている。そのスライドファスナーは、バックピースを後開きさせ
た状態でシート表皮をバックパッドに被せて最終的に閉鎖することにより、シート表皮を
バックパッドに被着（フルカバー）するよう取り付けられている。
【００２１】
　スライドファスナーとしては、図１で示すように噛合乃至は解離可能な務歯列１ａ，１
ｂを布テープ２ａ，２ｂの相対する縁辺側に備え、スライダー３を務歯列１ａ，１ｂの解
離状態で予め上止側に備え、スライダー３を引き手４で下止側に移動させて務歯列１ａ，
１ｂを噛合し、務歯列１ａ，１ｂの解離状態では下止側を離間可能なオープンファスナー
が用いられている。
【００２２】
　スライドファスナーは、布テープ２ａ，２ｂの務歯列１ａ，１ｂを備えると反対の縁辺
側をシート表皮のバックピース，サイドピースの各縦縁辺に縫い付けて取り付けられてい
る。そのファスナーの取付状態では、上止側がシートバックの縦方向上部側に、下止側が
シートバックの縦方向下部側（最終的には封止されるシート表皮の開放口側）に位置する
。なお、務歯列１ａ，１ｂを含む布テープ２ａ，２ｂの単位を「レーン」という。
【００２３】
　具体的には、務歯列１ａ，１ｂが噛合状態にあるスライドファスナーの閉鎖端寄りに、
両布テープ２ａ，２ｂの端末部を含むスライダー３，引き手４を開放口より内部に入れ込
める収納部５ａ（５ｂ，５ｃ）を片方の布テープ２ａまたは２ｂに縫い付けて設ける（以
下、符号「布テープ２ａ」側を布材の縫付け側とする。）ことにより、スライドファスナ
ーの閉鎖端を仕舞い込み処理可能に構成されている。
【００２４】
　具体例としては、収納部５ａ，５ｂ，５ｃの構造の相違により、図１～４図で示す第１
の実施の形態、図５ａ～図６で示す第２の実施の形態、図７ａ～図８で示す第３の実施の
形態が挙げられている。
【００２５】
　第１の実施の形態では、図２ａ，図２ｂで示すようにスライドファスナーの閉鎖端の横
幅（務歯１ａ，１ｂが噛合状態にある両布テープ２ａ，２ｂの横幅Ｘ）に対して略二倍の
横幅２Ｘを有し、引き手４をスライドファスナーの閉鎖端側でスライダー３との連結部よ
り務歯側に反転させたスライダー３，引き手４の略全長に相当する縦幅Ｙを有する方形の
布材により、収納部５ａが設けられている。
【００２６】
　その収納部５ａは、図３で示すように上述した布材を二つ折りし、片方の務歯列１ａか
ら布テープ２ａを二つ折した布材の間に入れて三者重ねにすると共に、三者を布材の側辺
に沿って縫い付ける（縫い目ラインＬ１）ことにより筒状に縫製されている。この布材の
縫付けにより、布材縫着側の務歯列１ａ，布テープ２ａのレーン側は収納部５ａの筒内に
取り込まれている。
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【００２７】
　その収納部５ａでは、図４で示すように布材非縫着側の務歯列１ｂ，布テープ２ｂのレ
ーン側を筒の開放口から内部に入れ込める。これにより、スライドファスナーの閉鎖端を
簡単な構成で体裁よく仕舞い込め、スライドファスナーも本来の役目を果たす長さ以上不
要でシート本体の重量増，コスト増を抑えられる。また、引き手４も収納部５ａに入込み
保持できることにより、引き手４が暴れることによる異音の発生も防げる．
【００２８】
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態と同様に、スライドファスナーの閉鎖端の横
幅に対して略二倍の横幅Ｘを有し、引き手４をスライドファスナーの閉鎖端側でスライダ
ー３との連結部より務歯側に反転させたスライダー３，引き手４の略全長に相当する縦幅
Ｙを有する方形の布材（図２ａ，図２ｂ参照）により、収納部５ｂが設けられている。
【００２９】
　その収納部５ｂは、上述した方形の布材を二つ折りし、片方の布テープ２ａを該二つ折
した布材の間に入れて三者重ねにすると共に、図５ａで示すように布材の折曲げ縁を当該
側の布テープ２ａより外側に向けて三者を該布材の側辺に沿って縫い付けて筒状に縫製し
（縫い目ラインＬ２）、更に、図５ｂで示すように筒下端より裏返しに捲り上げることに
より筒状に設けられている。
【００３０】
　第２の実施の形態にては、図６で示すように収納部５ｂから布テープ２ａの縫い代分が
外部に露出するが、収納部５ｂを設けた布材の縫い目Ｌ２が外部に露出しない。また、布
材の裏返しにより、布材縫着側の務歯列１ａ，布テープ２ａのレーン側は収納部５ｂの筒
内に取り込める。第１の実施の形態と同様に、布材非縫着レーン側の務歯列１ｂ，布テー
プ２ｂのレーン側も収納部５ｂの筒内に入れ込める。このため、スライドファスナーの閉
鎖端を体裁よく仕舞い込める。
【００３１】
　第３の実施の形態では、図７ａで示すようにスライドファスナーの閉鎖端の横幅に対し
て略二倍の横幅２Ｘを有し、引き手４をスライドファスナーの閉鎖端側でスライダー３と
の連結部より務歯側に反転させたスライダー３，引き手４の略全長に相当する縦幅Ｙを有
する方形部５０と、方形部５０の上辺の略中央より連続する縫い帯部５１を設けた布材に
より、収納部５ｃが設けられている。
【００３２】
　その収納部５ｃは、図７ｂで示すように上述した布材を二つ折りし、方形部５０の上辺
，折曲げ辺を除いて該二つ折した布材の他二辺を縫い付けて袋状に予め縫製し（縫い目ラ
インＬ３）、図７ｃで示すように縫い帯部５１をスライドファスナーの閉鎖端よりも上方
で片方の布テープ２ａの裏面側（引き手４の見えない側）に縫い付ける（縫い目ラインＬ

４）ことにより、袋状に設けられている。
【００３３】
　第３の実施の形態にては、図８で示すようにスライダー３を布テープ２ａ，２ｂの下止
側にまで移動させた状態で、スライドファスナーの閉鎖端を収納部５ｃの袋の部に入れ込
める。これにより、スライドファスナーの閉鎖端寄りが全く外部に露出しないよう取り込
める。
【００３４】
　いずれの収納部５ａ～５ｃは、シート表皮の下部側を最終的に封止するにことにより、
シートバックの下部側に回込み位置する。また、オープンスライドファスナーの形態を保
つため、収納部５ａ～５ｃに仕舞い込む布テープ２ａ，２ｂの端末側は表皮側に縫い付け
ないまま保つ。
【００３５】
　上述した実施の形態では、スライドファスナーをシート表皮のバックピースとサイドピ
ースとの両境目に各々取り付ける場合で説明したが、これに限られず、スライドファスナ
ーを同様な構造でシート表皮に取り付ける場合に広く適用できる。例えば、雑誌や地図等
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の薄物を収納可能なサイドポケットをスライドファスナーで縦に開閉可能にシートバック
の後部寄りに設ける場合に適用できる。
【符号の説明】
【００３６】
　１ａ，１ｂ　　　　務歯
　２ａ，２ｂ　　　　布テープ
３　　　　　　　　スライダー
　４　　　　　　　　引き手
　５ａ，５ｂ，５ｃ　収納部
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